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第 1章 「1935 年インド統治法体制」の成立 
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の決議を採択させた。こうした状況の中で、最初のサティヤーグラハ運動に挫折したガンディー







をもたなかった。最終的にはイギリス政府の裁断で、1935 年 8 月に新統治法（1935 年インド統



























超える 7 人のメンバーが辞任を表明した。(4) 会議派の危機を回避したいガンディーの仲介で彼
らは辞表を撤回したが、党内の右派・左派の対立は深刻さを増していった。 










州名 議席総数 会議派（対全議席比率） ムスリム連盟 
マドラス 215 159（74％） 10 
ビハール 152 95（62.5％） 0 
ベンガル 250 54（21.6％） 40 
中央州・ベラール 112 71（63.4％） 0 
ボンベイ 175 88（50.3%） 20 
連合州 228 133（58.3%） 27 
パンジャーブ 175 18（10.5%） 2 
北西辺境州 50 19（38%） 0 
シンド 60 8（13.3%） 0 
アッサーム 108 35（32.4%） 9 
オリッサ 60 36（60%） 0 
総計 1585 716（45.2%） 108 
（N.N. Mitra ed., The Indian Annual Resister, 1937, No. 1, 1937, Calcutta, p.42） 
 




― 21 ― 




































第 2章 会議派運動の新たな展開とスバース・ボースの登場 
 
 1936 年には会議派大会が 2 度行われ、いずれもネルーが議長を務めたが、その議長演説でネ







いたが、1924 年に初めてカルカッタ市議会議員となった。1927 年 11 月にはベンガル州会議派
委員会（BPCC）議長に選出され、その後海外にある時を除くほとんどの時期、彼はこの座を
占めることになる。1930 年には市長に選出されるが、同年 3 月にガンディーの指導で開始され

































3 月 26 日に帰国したネルーは苦悩した後、ボースに帰国延期を促す返事を出すが、(13) ガン
ディーら同僚と相談してその考えを変え、翌日「貴君の即時帰還が望ましい」と電報を打電し
ている。(14) 
 結局ボースはイギリス側の許可を得ないまま、この年の 3 月 27 日に船でイタリアを発ち、4
月 8 日にボンベイ（ムンバイー）に到着した。直ちに逮捕され、いくつかの留置所や刑務所に
送られた後、カルカッタ（コルカタ）の兄サラト（Sarat Chandra Bose, 1889-1950）宅に無期限
の禁足令で軟禁された。こうしたインド政庁の措置に対して、会議派として強い抗議がなされ、
また民衆による激しい反対デモが展開されたが、ボース自身の健康状態が悪化し、州議会選挙
が行われた後の 1937 年 3 月 17 日にようやく禁足令を解かれた。州議会選挙の結果と、それに
続く会議派の州政権受諾については前章で述べたが、とくに後者に関して強い反対を表明して
いたボースも長い海外生活と国内での軟禁状態によってこの問題にほとんど関われないままに
事態は進んでいた。釈放後も高血圧などで体調を崩したボースは、1937 年 11 月に再び療養の
ためヨーロッパに向かった。前回の亡命中と異なり今回はイギリスをも訪問し、元インド総督
ハリファックスやインド担当副大臣らとも自由に会見した。 
 中でも興味あるのは 1938 年 1 月 24 日にもたれたイギリス共産党創始者の一人パーム・ダッ
ト（Rajini Palme Dutt, 1896～1974）との会見である。(15) ダットが、会議派による州政権受諾を





































ロンドンからカラーチーに着いた 1 月 23 日付の電報で、ガンディーは「お帰り。神が君にジャ
ワーハルラール（ネルー）の後継者の重責を担う力を与えられんことを」(18) と祝福している。
ただこの選出についてガンディーには迷いもあったようで、人選の過程で彼の腹心とも言うべ
きパテールに宛てた 1937 年 11 月 1 日付の覚書で次のように述べていた。「私はスバース（ボー




















































主導権を握った 1920 年のころにふれて、これを「1 つの意志、1 つの政策、1 つの目標と厳し





















第 3章 トリプリ大会と会議派の危機 
 
 1938 年 10 月ころになると、次期会議派トリプリ大会の議長の選出問題が表面に出てくる。
1929 年 12 月に改定された会議派党規（Constitution）によれば、先ずいくつかの会議派州委員
会（several PCCs）が次期会議派大会開催州に設置された接待委員会（Reception Committee）に
対し同大会の議長に適任と見なす人物の名を提示し、接待委員会は提出された人物名を全ての
PCC に配布する。全ての PCC が招集された特別会合においてその過半数によって推薦された
人物が次期議長となる。(30) しかし 1920 年にガンディーが会議派の主導権を任されて以来、彼
が推薦した人物が全会一致で議長に選出されるのがほとんど通常の慣例となっていた。(31) 1936
年、37 年と続いて議長を務めたネルーの場合も例外ではない。 
 1938 年の場合、会議派指導部間で意見の交換が見られる早い例がアーザード（Abul Kalam 












































サード、J. ダウラトラーム、J.B. クリパラーニ、J. バジャージ、S. デーオ、B. デサーイー―
























き 1 年は例外的で重大な年となることが予想されるので、私の再選を求める声が出ている。 
 サルダール・パテールの（兄サラトへの）電報には、私の再選は国の利害にとって有害だ
と書いてあるが、これは驚くべきことだ。確かにこの数年は複数の候補者が立つことはなかっ









 予定通り 1 月 29 日に招集された会議派全国委員会（AICC）の場で、議長選挙の投票が行わ
れた。約 3300 人の委員―欠席、棄権も多少あった―による投票の結果、大方の予想に反して、






























かわらずガンディーの姿勢は硬く、2 月 5 日付でボースに「私が見るところ、君が右派と考え
る古い同僚たちが君の内閣（運営委員会）で任務を果たすことはないだろう」(44) と書き送って






 その結果として、2 月 22 日にパテール、プラサードをはじめとする 12 人の運営委員会委員
が議長ボースに辞任を申し出た。辞任を申し出た委員の名を挙げれば、アーザード、ナーイドゥ
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 このあと 4 月中旬までガンディーとボースの間で数十通の書簡と電報が交わされるが、両者






































































スのこうした行動に対する会議派中枢の対応は厳しく、8 月 11 日の運営委員会において、それ
は｢会議派内に完全な無秩序｣を招きかねない「極悪な規律違反」であると断じた。委員会の決
議はその上で、ボースにこの時点から 3 年間 BPCC 議長としての資格を剥奪するという懲戒処
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分を科した。(70) しかもこのあとのボースと会議派議長プラサードとの数度に及ぶ電報のやり








とで、このあとの 6 週間が非常に重要です。この 6 週間に何もなければ中国行きの私の計画
を固守するつもりです。 
第 2 次世界大戦は 9 月 1 日のドイツ軍によるポーランド侵攻で始まるので、ネルーの予想は約
2 週間外れたことになり、「ほぼ予定通り」彼は 8 月 21 日に中国を訪れた（9 月 7 日帰国）。大
戦勃発と同時に総督リンリスゴウはイギリスとともにインドも参戦するという内容の声明を発





の意思表示のため 11 月 22 日に全国の会議派州政府に自発的辞任を指令した。会議派がこうし
て各州の行政から退いたため、イギリスはムスリム連盟への依存を強めるようになり、連盟も
公式の声明は出さないが実質的にイギリスの戦争行為を支持した。これによって政治的発言力




動を余儀なくされていたが、1940 年 7 月に逮捕される。イギリス支配の象徴である記念碑の破
壊運動(72) に加わったというのが公式の理由とされるが、会議派の役職を失ったとはいえ、ベン
ガルでは多大な影響力を維持するボースの脅威は植民地当局にとって無視し得ないものであっ
たろう。このあとボースは、1941 年 1 月に軟禁状態にあった自宅から「謎」とされる脱出を遂
げ、(73) ドイツ次いで日本に亡命して彼なりの反英運動を続けるのであるが、それらの詳細につ
いては本誌掲載の堀江論文に譲りたい。 
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